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こども記者､活躍中です｡

NIE全 国大 会の 初 日､7月30日に 信 濃 毎 日新 聞 と一 緒 に 折 り込 ま れ た

NIEを 特 集 した 別 刷 り新 聞 で ､ こ ど も 記 者 た ち の 活 動 の 様 子 を 紹 介 しま

した ｡ 別 即 ｣新 聞 は ､ 信 毎 を 購 読 して い る 各 家 庭 へ は も ち ろ ん､NIE全

由 大 会 に 参 加 した 全 国 の 小 中学 校 の 先 生 や 新 聞 関 係 者 らに 配 られ ま した ｡
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学校では放i蓋重点で､児jL会のテレビ放送でカメラや1
を過当するのが蕪しいです｡将来はテレビ局朋旅の仕事,
したいです｡取材や:己事を■くことも果しそうだったし,
理科が好きなので､ r取材楓 とrこともスクールJI
事加しました｡
取材汲蔓では rPEむ人のことを事えて書くことが大切｣
などと軌わりました｡低木先生が見せてくれた美牡で大.
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